
図 2. FEM による固有値解析結果 
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原子力発電所等のコンクリート構造物への健全性診断として非破壊検査および局部破壊検査があるが、

局部破壊検査は建築物に損傷を与えてしまう課題があることから、筆者らは打音による非破壊検査を用い

た健全性診断システムを開発している。 
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1. 緒言 

原子力発電所等では多数のコンクリート構造物が用いられており、コンクリートは内部の鉄筋の腐食等

によりひび割れやはく離が生じ、コンクリート構造物としての健全性が

損なわれる可能性がある。筆者らは、検査員の熟練度に依存しない客観

性、記録性のある非破壊検査システムを開発し、コンクリート構造物の

内部欠陥診断や劣化診断の実用化を目指している 1。 

2. FEM による理論的検討 

実験的検討により得られたコンクリートモックアップにおける周波

数分布 2の FEM 評価モデルを構築し、空洞の大きさと位置による影響

を確認し、非破壊検査技術の妥当性を確認する。 

本稿ではモデルの妥当性を確認するため、図 1 に示す内部空洞を有す

るモデルを用いて FEM 解析を実施した。 

固有値解析を実施した結果、2954Hz で空洞部の壁表面に

対して垂直方向（打撃方向）に大きく変形する固有振動モ

ードが確認できた。（図 2）これは、実験的検討で得られた

空洞部の固有振動数（約 3000Hz）とほぼ同じである。 

次に、健全部と空洞直上部の周波数応答を確認した結果、

健全部（空洞①と②の中間点）の固有振動数は空洞直上部

に比べ高い固有振動数が得られ、実験で得られた傾向と一

致した。 

3. 結論 

空洞を有するモデルを用いて固有値解析等を実施した結

果、実験とほぼ一致する結果が得られたことから、FEM 解析モデルの妥当性が確認できた。今後は、モッ

クアップでは再現困難な欠陥パターンについて、解析にて評価を実施する。 
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図 1.FEM 解析モデル 
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